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( 科目コード：8508520104JJ)

【改訂】第 1 版（2012-03-21）
【科目】[ 集積回路工学 ]

【科目分類】専門科目　【選択・必修の別】選択　【学期・単位数】後期・1 単位
【対象学科・専攻】電子情報工学科・4 年次
【担当教員】

木村 真也

【授業目標・教育方針】
・集積回路について，機能による分類を理解していること．
・集積回路について，実装方法による分類を理解していること．
・マイクロコンピュータの基本事項について理解していること．
　　RISC と CISC の違い，メモリ空間，レジスタ・セット，命令セット，各種の I/O 機能
・割込み機能について理解し，割込み処理プログラムを作成できること．
・リアル・タイム OS の必要性を理解していること．
・組込みシステム向けの基礎的なプログラムを作成できること．

【授業概要】
本科目の総授業時間数は（45 分× 2）× 15 回＝ 22.5 時間である．
現在の情報化社会を基礎となっているコンピュータとネットワークは，集積回路の発達により実現できたものである．
その集積回路について，発達と応用の歴史を外観し，集積回路の製造・機能による分類と集積回路の応用分野と今後
の予測について解説する．
また，組込みシステムの構成要素であるマイクロコンピュータとメモリ構成，周辺機能を解説する．
さらに，複数の事象への迅速かつ効率的な対応に不可欠な割込み機能について解説し，かつプログラム作成方法を説
明する．メモリと周辺 I/O 機能間の高速データ通信方式であるダイレクト・メモリ・アクセス（ＤＭＡ）機能も説明
する．
また，リアルタイムＯＳの必要性と基本機能を解説する．
上記を修得した上で，組込みシステム向けのプログラミングにおける定石，注意事項についても解説し，基本的な組
込みシステム向けのプログラミング手法を実習により修得する．

【教科書・教材・参考書 等】
参考書：組込みシステム開発のためのエンベデッド技術：( 社 ) 日本システムハウス協会：電波新聞社：4-88554-754-7
参考書：組込み現場のＣプログラミング　基礎からわかる徹底入門：三浦元・坂本直史：技術評論社：978-4-7741
-3069-9
参考書：組込み現場のＣプログラミング　標準コーディングガイドライン：芦原秀一・他：技術評論社：978-4-7741
-3254-9

【授業形式・視聴覚・機器等の活用】
・前半は講義が中心，後半は講義に適宜実習を入れて進める．

【メッセージ】
授業に集中し，必ずノートをとること．
課題は自ら取り組むこと．

【成績評価方法】
［後期］中間試験：40%，期末試験：40%，レポート：20%，その他：レポートには実習を含む

【本校の学習・教育目標】
◎ (C) 技術的課題解決のための専門分野の知識を身につける．
○ (D) 技術的課題を分析し，解決するためのシステムをデザインする基礎能力を身につける．

【JABEE 評価】
(d) 該当する分野の専門技術に関する知識とそれらを問題解決に応用できる能力 ( 分野別要件 )
工学 ( 複合融合・新領域 ) 分野の分野別基準

(2-a) 専門工学 ( 工学 ( 融合複合・新領域 ) における専門工学の内容は申請大学が規定するものとする ) の知識と能
力
(2-c) 工学の基礎的な知識・技術を統合し，創造性を発揮して課題を探求し，組み立て，解決する能力
(2-d) ( 工学 ) 技術者が経験する実務上の問題点と課題を理解し，適切に対応する基礎的な能力
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【授業計画】（授業名：[ 集積回路工学 ]）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

第 1 回 集積回路と組込みシステム ・集積回路の発達と応用の歴史
・集積回路の機能と実装方法による分類
　　標準／カスタム／セミカスタム／プログラマブル
　　メモリ（SRAM,DRAM,Flash）
　　マイクロコンピュータ／専用機能
・現代の集積回路の応用分野と今後の予測
・組込みシステムの構成要素

第 2 回 各種のマイクロコンピュータ ・ＲＩＳＣとＣＩＳＣ
・マイクロコンピュータにおけるメモリ構成
・V850 アーキテクチャ
　　レジスタ構成
　　メモリ空間
　　アドレッシング・モード
　　命令セット

第 3 回～第 4 回 各種の周辺機能 ・Ｉ／Ｏポート
・シリアル通信
・タイマ
・Ａ／Ｄ，Ｄ／Ａ変換器
・ＵＳＢホスト・コントローラと
　ファンクション・コントローラ
・Ethernet

第 5 回～第 6 回 割込みとＤＭＡ ・割込みとは
・割込みの要因と対応
・割込み発生後の動作
・優先順位と多重割込み
・割込み処理からの復帰
・ウオッチ・ドッグ・タイマとノンマスカブル割込み
・ＤＭＡ（ダイレクト・メモリ・アクセス）とは
・ＤＭＡの動作モード

第 7 回～ 8 回 リアルタイムＯＳ ・リアルタイムＯＳとは
・リアルタイムＯＳの必要性
・リアルタイムＯＳの機能と動作
・リアルタイムＯＳの実用例

第 9 回～第 11 回 組込みＣプログラミング ・変数・定数の扱いとメモリ配置
・Ｉ／Ｏポートの取扱い
・コンパイラによる最適化の問題と対処
・スタート・アップ・ルーチン
・割込み処理プログラムの記述
・移植生を考慮したコーディング

第 12 回～第 15 回 組込みＣプログラミング実習 ・マイコン開発ツールの使い方
・ＰＷＭ制御とは
・タイマ割込みを用いた多重処理
・ＰＷＭ制御によるモータ回転速度制御

実習課題
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